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第
一
博
愛
寮
　
事
業
計
画

　

第
一
博
愛
寮
、菜
の
花
庵
、春
の
風
・
庵
と
も
重
度
、高
齢
化
に
伴

い
、医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
利
用
者
さ
ん
は
年
々
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。加
え
て
、自
ら
訴
え
る
こ
と
が
難
し
い
方
が
多
く
、

日
々
の
細
や
か
な
観
察
や
小
さ
な
緩
や

か
な
変
化
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。支
援
員
や
看
護
師
、栄
養
士
、医
療

機
関
な
ど
と
連
携
を
と
り
、健
康
で
安

全
な
暮
ら
し
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

職
員
は
そ
の
方
の
生
活
や
人
生
を

預
か
る
者
と
し
て
、利
用
者
さ
ん
の
権

利
擁
護
・
利
用
者
主
体
の
原
点
を
強
く

認
識
し
た
上
で
、更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

新
し
い
施
設
の
建
設
が
動
き
出
し
た
こ
と
で
、ハ
ー
ド
面
に
つ
い

て
は
積
年
の
課
題
が
克
服
で
き
る
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
。そ
の
た

め
、そ
の
時
に
向
け
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、ソ
フ
ト
面
の
更
な
る
充

実
向
上
と
成
熟
し
た
職
員
集
団
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
、施
設

と
し
て
の
完
成
度
を
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
の
準
備
期
間
と
し

て
も
位
置
付
け
て
い
き
ま
す
。

　
第
二
博
愛
寮
　
事
業
計
画

　

第
二
博
愛
寮
は
施
設
入
所
支
援
に
併
せ
て
、生
活
介
護
、自
立
訓

練（
生
活
訓
練
）、就
労
継
続
支
援
B
型
の
日
中
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。生
活
介
護
は
高
齢
の
方
や
障
が
い
の
重
い
方
、発
達

障
害
を
有
す
る
方
に
生
活
支
援
や
創
作
活
動
等
を
実
施
、希
望
す

る
方
に
は
生
産
活
動
を
提
供
し
ま
す
。

自
立
訓
練（
生
活
訓
練
）は
、支
援
学
校

卒
業
者
の
方
を
中
心
に
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
訓
練
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
在
宅
の
方
を
対
象
に
就
労
継
続

支
援
B
型
事
業
を
導
入
し
ま
し
た
。ハ

ウ
ス
水
耕
ネ
ギ
栽
培
を
中
心
と
し
た
就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
福
祉
農
場
コ
ロ
ニ
ー
久
住
　
事
業
計
画

生
活
介
護

　

日
中
活
動
と
し
て
、入
浴
、排
泄
及
び
食
事
等
の
援
助
、創
作
活

動
ま
た
は
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
、そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行
い

ま
す
。ま
た
常
時
介
護
を
要
す
る
対
象
者
に
つ
い
て
は
生
活
の
全
般

に
わ
た
る
介
護
並
び
に
相
談
及
び
助
言
等
、日
常
生
活
上
の
支
援
、

身
体
機
能
ま
た
は
生
活
能
力
の
向
上
の
た
め
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

就
労
移
行
支
援

　

利
用
者
さ
ん
の
働
く
意
欲
を
身
に
つ

け
る
た
め
、よ
り
収
益
性
の
高
く
安
定
し

た
農
生
産
及
び
商
品
開
発
を
心
が
け
、意

欲
を
引
き
出
す
た
め
の
意
識
改
革
、作
業

の
工
夫
を
行
い
、心
身
共
に
健
康
な
体
、

協
調
性
、忍
耐
力
を
養
い
な
が
ら
計
画

的
、効
率
的
に
作
業
支
援
を
行
い
ま
す
。

　　
博
愛
会
地
域
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

事
業
計
画

　

開
設
4
年
目
を
迎
え
た
当
セ
ン
タ
ー
は
、今
年
度
に
お
い
て
は
、

そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、「
3
年
後
の
見
直
し
」に
お
け
る

制
度
改
定
に
備
え
る
年
度
と
し
て
大
変
重
要
な
年
度
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。利
用
者
さ
ん
の
雇
用
と
就
職
、職
場
定
着
の
充
実
を

図
り
、利
用
者
さ
ん
及
び
保
護
者
に
安
全
と
安
心
を
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。明
る
く
活
気
あ
る
職
場
環
境
の
構
築
を
図
り
、開

設
当
初
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
更
に
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現
す
る
た
め
、各

事
業
の
今
年
度
目
標
を
以
下
の
通
り
定
め
ま
す
。

　

宿
泊
型
自
立
訓
練
事
業
所
・
就
労
移
行
支
援
事
業
所「
博
愛
大

学
校
ど
り
ー
む
」で
は
、社
会
自
立
を
財
と
し
て
生
活
訓
練
と
職
業

訓
練
を
一
体
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
、利
用
者
さ
ん
各
自
の
生
き
る

力
・
働
く
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

就
労
継
続
支
援
A
型
事
業
所「
久
住
屋
〜
健
康
レ
ス
ト
ラ
ン
〜

高
原
百
貨
店
〜
」「
ｃ
ａ
ｆ
é　

Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｔ
é
」で
は
、従
業
員
の

「
ま
っ
す
ぐ
な
お
も
て
な
し
」と
コ
ロ
ニ
ー
久
住
産
食
材
を
固
有
の
魅

力
と
し
て
県
内
外
へ
広
く
情
報
発
信
し
、一
般
企
業
に
な
い
特
色
を

　
平
成
28
年
度
　
博
愛
会
　
事
業
計
画

　

平
成
28
年
4
月「
障
害
者
差
別
解
消
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
無
く
し
て
、障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。具
体
的
に
は「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
」「
合
理

的
配
慮
を
す
る
こ
と
」が
行
政
や
企
業
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、当
法

人
に
も
一
層
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、博
愛
会
は
障
が
い
者
の
就
労
や
就
農
を
通
じ
て
、共
生
型

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

久
住
高
原
南
山
荘
に
併
設
さ
れ
る「
博
愛
会
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ

ン
」で
は
、自
社
農
園
の
作
物
や
畜
産
物
の
加
工
、商
品
開
発
を
一
元

的
に
行
い
、自
社
商
品
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、ホ
テ
ル
、給
食
、弁
当
な
ど
で

一
層
の
活
躍
を
進
め
、そ
れ
に
よ
り
障
が
い
者
雇
用
を
増
や
し
、六
次

産
業
化
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
流
れ
を
突
き
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
主
要
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．養
護
老
人
ホ
ー
ム「
久
住
高
原
南
山
荘
」の
運
営
開
始

２
．「
久
住
高
原
南
山
荘
」周
辺
の
整
備

　
（
博
愛
会
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
及
び
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
）

３
．「
第
一
博
愛
寮
」の
老
朽
改
築
工
事
計
画
の
推
進

４
．そ
の
他
の
事
業

①
新
会
計
基
準
に
対
応
し
た
経
理
体
制
を
整
え
る
た
め
、新
ソ
フ
ト

の
本
格
運
用
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、経
理
シ
ス
テ
ム
と
利
用

者
記
録
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
よ
り
良
い
支
援
を
目
指
す

②
職
員
の
人
材
育
成
と
資
質
の
向
上
の
た
め
、ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
事
業
の
継
続
実
施（
4
期
生
5
名
）

③
本
年
度
の
新
入
職
員
を
対
象
に「
新
入
職
員
事
前
研
修
会
」を

開
催
。新
卒
者
に
対
し
て
は「
メ
ン
タ
ー
・
メ
ン
テ
ィ
ー
制
度
」

を
実
施
し
、新
入
職

員
の
心
の
孤
立
を

防
ぎ
職
場
へ
の
定
着

を
目
指
す

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

機
関
誌
の
内
容
の

充
実
と
定
期
更
新

新入職員事前研修会の様子

天気の良い日は皆でお出掛けです

好評のハンバーグセット
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持
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
店
舗
と
し
て
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所「
チ
ク
タ
ク
」は
、利
用
者
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
作
業
の
提
供
を
通
し
て
、充
実
し
た
日
中
活
動
が

で
き
る
環
境
作
り
を
進
め
る
と
同
時
に
、工
賃
の
向
上
を
目
指
し
て

収
益
性
の
高
い
作
業
を
開
拓
し
ま
す
。

　

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
大
分
プ
ラ
ザ
」は
、事
業
規

模
が
拡
大
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、中
部
福
祉
圏
域
の
障
が
い
者
支

援
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
と
し
て
、よ
り
多
く
の
機
関
と
の
連
携

を
図
り
ま
す
。ま
た
、就
労
し
て
い
る
方
の
職
場
定
着
支
援
を
重
点

的
に
展
開
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、共
同
生
活
援
助
事
業
、自
立
訓
練（
生
活
訓
練
）事
業
、

短
期
入
所
事
業
、旅
行
セ
ン
タ
ー
事
業
、大
分
市
共
同
生
活
援
助
等

緊
急
時
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
、相
談
支
援
事
業
等
を
有
機
的

に
運
用
し
、事
業
間
の
相
乗
効
果
を
図
り
な
が
ら
、よ
り
多
様
で
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
キ
ッ
チ
ン
花
亭
　
事
業
計
画

　

当
事
業
所
は
、本
年
度
を
も
っ
て
開
所
10
年
を
迎
え
ま
す
。事

業
所
の
基
盤
は
、法
人
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割
と
幕
の
内

弁
当
の
受
注
が
、そ
の
売
り
上
げ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、竹
田
市
久
住
町
に
あ
る
施
設
に
給
食
を
提
供
す
る
セ

ン
タ
ー
が
新
た
に
開
所
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、そ
の
基
盤
は
大
き

く
異
な
り
ま
し
た
。

　

更
に
、税
率
ア
ッ
プ
や
食
材
の
値
上
が
り
、他
法
人
に
よ
る
同

業
種
の
増
設
と
、取
り
巻
く
社
会
環
境
は
決
し
て
楽
観
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
中
で
従
業
員
さ
ん
へ
の
給
料
の
支

払
い
を
守
る
た
め
次
の
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
事
業
展
開
を
し
て

い
き
ま
す
。

⑴
営
業
活
動
・・
幕
の
内
弁
当
、カ
ッ
ト
野
菜（
サ
ラ
ダ
）を
中
心

と
し
た
営
業
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

⑵
原
価
調
査
・・
徹
底
し
た
食
材
、包
材
等
の
原
価
調
査
を
行
い
、

安
価
の
物
を
美
味
し
く
提
供
す
る
努
力
を
行
い

ま
す
。

⑶
経
費
削
減
・・
全
職
員
、節
約
意
識
の
徹
底
に
努
め
ま
す
。

⑷
社
会
貢
献
・・『
食
』を
中
心
と
し
た
社
会
貢
献
を
目
指
し
ま
す
。 

　 

パ
ル
ク
ラ
ブ
　
事
業
計
画

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
き
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
に

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
を
併
設
し
た
多
機
能
型
事
業
所
と
し

て
２
年
目
と
な
る
本
年
は
事
業
別
の
機
能
内
容
の
強
化
、確
立
を

図
る
と
と
も
に
利
用
者
さ
ん
の
雇
用
安
定
の
た
め
新
た
な
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

　

久
住
調
理
場
を
開
始
し
、地
域
の
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、福
祉
施
設
、点
在
す
る
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
は
も
と
よ
り
、急
速
な
高
齢

化
が
進
む
地
域
の
家
庭
に
向
け
て
配
食
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
社
会
で
の
生
活
を
望
み
、働

き
た
い
と
願
う
障
が
い
者
に
対
し
て
個
々

の
置
か
れ
た
現
状
ま
た
は
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、関
係
福
祉
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
図
り
、一

人
一
人
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
総
合
的
な
支
援
を
し
ま
す
。

就
労
継
続
支
援
Ａ
型

　

現
状
展
開
し
て
い
る
４
部
門
に
加
え
新
た
に
久
住
調
理
場
を

建
設
し
、地
域
に
向
け
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
で
雇
用
の

安
定
と
地
域
貢
献
に
も
参
画
し
ま
す
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

　

大
分
県
の
Ｂ
型
事
業
所
の
平
均
工
賃
を
は
る
か
に
上
回
る
水

準
を
継
続
し
て
維
持
し
、掲
げ
た
工
賃
向
上
計
画
に
沿
い
更
に
上

回
れ
る
よ
う
運
営
努
力
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
支
援

　

世
話
人
、生
活
支
援
員
、看
護
師
と
の
連
携
の
上
、各
人
が
心

豊
か
な
生
活
空
間
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
住
吉
浜
リ
ゾ
ー
ト
パ
ー
ク
　
事
業
計
画

 

本
年
度
は
、就
労
支
援
や
生
活
支
援
の
形
態
も
利
用
者
さ
ん
の

希
望
す
る
方
向
性
に
マ
ッ
チ
し
た
具
体
的
な
支
援
を
主
に
、ま
ず

生
活
支
援
に
お
い
て
は
、社
会
参
加
を
目
的
に
サ
テ
ラ
イ
ト
型
を

導
入
し
、１
名
の
利
用
者
さ
ん
に
杵
築
市
内
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を

確
保
し
支
援
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、就
労
支
援
に
お
い
て
は
、定
員
を
Ａ
型
１０
名
、就
労
移
行

１５
名
を
8
名
に
、Ｂ
型
１０
名
を
１５
名
に
定
員
変
更
し
、平
成
２７
年

度
の
目
標
で
も
あ
っ
た「
個
々
の
志
向
や
適
性
を
踏
ま
え
た
専
門

性
を
高
め
る
支
援
」を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

久住調理場

社会福祉法人・・
今後の経営キーワードは

『社会(地域)貢献』
金銭的数字的な経営ではなく、
施設が地域で生き残るための
経営をめざして

『施設がもつノウハウを、何とか社
会(地域)のために』は、ずっと問わ
れてきたテーマであります。当法人
もいろいろと模索しながら様々な試
みを行っています。

①
地
元
自
治
会  

災
害
時
無
料
で
の
食
糧
提
供  

を
締
結

②
大
分
県
共
同
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加　

　
（
赤
い
羽
根
弁
当
で
と
申
し
込
め
ば
、1
個
に
つ
き
20
円
が
寄
付
さ
れ
る
仕
組
み)

③
独
居
老
人
へ
の
食
事
提
供  

大
分
市
の
事
業
に
参
画   

④
社
会
貢
献
を
目
的
と
し
た
竹
田
市
都
野
地
区
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
開
始

　
（
市
社
協
・
地
域
3
社
会
福
祉
法
人
と
の
共
同
事
業
）

”

“

“

”

キ
ッ
チ
ン
花
亭

久
住
高
原
南
山
荘



二
階

多
目
的
室

シ
ョ
ー
ト
室

正
面
玄
関
入
口

二
階
よ
り

唐いも、とまと、キューリ、ピー
マン、なすを植えました。
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　こ
の
度
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
久
住
高
原
南
山

荘
」
の
施
設
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　平
成
２６
年
６
月
、
竹
田
市
よ
り
博
愛
会
に
移
管

が
決
定
、
建
設
用
地
が
決
ま
り
、
平
成
２７
年
１
月

よ
り
ヒ
ノ
キ
の
伐
採
か
ら
土
地
の
造
成
ま
で
す
べ

て
職
員
の
手
で
行
い
ま
し
た
。
８
月
の
起
工
式
よ

り
工
事
が
始
ま
り
、
旧
南
山
荘
と
の
共
同
支
援
を

行
い
な
が
ら
、
こ
の
３
月
よ
う
や
く
落
成
式
を
終

え
４
月
開
所
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　南
山
荘
開
設
に
関
わ
り
ま
し
た
す
べ
て
の
関
係

者
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
所
さ
れ
た
６０
名
の
皆
さ
ん
に
穏
や
か
な
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
一
や

さ
し
い
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る

街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　３８
年
間
コ
ロ
ニ
ー
久
住
で
培
っ
た
開
拓
精
神
を

胸
に
南
山
荘
施
設
運
営
に
全
力
で
打
ち
込
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

就
任
挨
拶

　

　
　
　
　

　施
設
長

　浅 

倉 

文 

親

養
護
老
人
ホ
ー
ム 

久
住
高
原
南
山
荘

所在地
大分県竹田市久住町大字栢木6062-1

入所者
65歳以上の方で、生活環境上の理由及び

経済的理由により、居宅において養護を受ける
ことが困難な方に利用していただく施設です。

現在60名の方が入所しています。

平
成
26
年
６
月
10
日

竹
田
市
よ
り

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
移
管
決
定

平
成
26
年
６
月
19
日

　
竹
田
市
協
定
書
調
印

平
成
27
年
３
月
18
日

　
都
野
地
区
住
民
説
明
会
　

平
成
27
年
６
月
15
日

　
竹
田
市
よ
り

　
　
施
設
整
備
事
業
費
交
付
決
定

平
成
27
年
６
月
19
日

　
大
分
県
よ
り

　
　
施
設
整
備
事
業
費
交
付
決
定

平
成
27
年
８
月
３
日

　
起
工
式

平
成
27
年
11
月
13
日

　
棟
上
げ

平
成
28
年
２
月
28
日

　
工
事
完
了
引
き
渡
し

平
成
28
年
3
月
26
日

　
落
成
式

平
成
28
年
３
月
28
日

　
引
っ
越
し

平
成
28
年
４
月
１
日

　
開
所
式

開
設
ま
で
の
経
緯

竹田高校書道部による居室表札



施
設
外
観

正
面
玄
関

正
面
玄
関

久住
ユニット

大船
ユニット

黒岳
ユニット

6
月
は

　温
泉
噴
出

サ
ブ
玄
関

仏間 和室

機械浴室

居室
トイレ
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養 護 老 人 ホ ーム

久住高原
南 山 荘

　平
成
28
年
度

　

　久
住
高
原
南
山
荘 

事
業
計
画

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
老
人
福
祉
法
の
規
定

に
よ
る
委
託
を
受
け
た
方
を
入
所
さ
せ
、
養
護

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
方
が
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
み
、
社
会
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
必

要
な
指
導
及
び
訓
練
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

新
し
く
始
め
た
久
住
高
原
南
山
荘
で
は
、
入

所
者
の
処
遇
に
関
す
る
計
画
に
基
づ
き
、
社
会

復
帰
の
促
進
及
び
自
立
の
た
め
に
必
要
な
指
導

及
び
訓
練
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
入
所
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
入
所
者
の
意
思
及

び
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
入
所
者
の
立
場
に
立

っ
て
処
遇
を
行
う
よ
う
努
め
ま
す
。
明
る
く
家

庭
的
な
雰
囲
気
を
有
し
、
地
域
や
家
庭
と
の
結

び
つ
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
社
会
福
祉

事
業
に
関
す
る
熱
意
及
び
能
力
を
有
す
る
職
員

に
よ
る
適
切
な
処
遇
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
市

町
村
、
老
人
の
福
祉
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
事
業
所
や
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又

は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
と
の
密
接
な
連

携
に
努
め
ま
す
。

養 護 老 人 ホ ーム

久住高原
南 山 荘

開
設



6

　平成28年2月より久住方面の給食業務がキッチン花亭より

移行され、パルクラブが120食分の給食業務を新居地（久住

調理場）で行うこととなりました。また、同敷地内に養護老人

ホーム（久住高原南山荘）が平成28年4月1日に開所式を終え

180食分の給食を職員3名、パート4名、Ａ型利用者さん5名で

毎日作っています。

　高齢な方々も増えて刻み食、減塩食、低たんぱく食など特

別食の対応に毎日あくせくしながら取り組んでいます。

　利用者さんの方から「毎日おいしい給食をありがとう。お

いしいよ」と声掛けしていただき毎日の励みとなっています。

　今後は社会貢献の一環として、地域に住む方々への配食サ

ービスを提供していきたいと思っています。

　安心、安全な給食を毎日真心を込めてお届けしていきたい

と思います。

博愛
ダッシュ村近況報告

　施
設
長

　池 

田   

早 

苗

福
祉
農
場
コ
ロ
ニ
ー
久
住

コロニー久住

　平成28年2月より久住方面の給食業務がキッチン花亭より

移行され、パルクラブが120食分の給食業務を新居地（久住

パルクラブ
久住調理場

大地乃湯　家族乃湯

あそび小屋

宿    泊

焼肉レストラン「葡萄の樹の下で」

 体験棟「フォークとスプーン」

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

パル
ク
ラ
ブ
は
元
気
に
営
業
し
て
い
ま
す

　ダッシュ村には現在3つの小屋があります。
　その中の一つ“ポプリ小屋”からは利用者さんの奏
でるピアノの音や歌声が聴こえてきます。
　秋の収穫祭（キンダーフェスト）に向けて、練習
にも段々と熱が入ります。

就
任
挨
拶

　

こ
の
た
び
、福
祉
農
場
コ
ロ
ニ
ー
久
住
の
施
設
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。

　

は
な
は
だ
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
優
し
く
傾
聴
」を
心

が
け
、利
用
者
さ
ん
が
生
活
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境

を
整
え
る
よ
う
努
力
い
た
す
所
存
で
す
。

　

昭
和
50
年
2
月
、コ
ロ
ニ
ー
久
住
創
立
以
来
、釘
宮
卓
司

理
事
長
が
施
設
長
と
し
て
こ
れ
ま
で
脈
々
と
培
っ
て
き
た

「
生
産
す
る
福
祉
」「
農
業
に
よ
る
心
の
安
寧
」を
大
切
に
受

け
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

度
重
な
る
障
害
福
祉
制
度
の
変
革
の
中
で
、授
産
施
設
と

い
う
名
称
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、生
活
介
護
の

日
中
活
動
で
、ど
こ
ま
で
農
生
産
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
け

る
の
か
は
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
挑
戦
で
す
。

　

本
年
4
月
か
ら
は
食
品
加
工
場「
博
愛
会
セ
ン
ト
ラ
ル
・

キ
ッ
チ
ン
」が
稼
働
を
始
め
、7
月
中
旬
に
は
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン「
日
乃
出
食
堂
」が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
み
ー
ん
な
が
気
軽

に
集
え
る
食
卓
」で
す
。

　

こ
の
食
卓
が
、地
域
住
民
、高
齢
者
、障

が
い
者
、そ
し
て
子
育
て
世
帯
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
第
一
歩
と
な
る

こ
と
を
願
い
、「
社
会
福
祉
施
設
が
地
域
を

支
え
る
」仕
組
み
を「
パ
ル
ク
ラ
ブ
」「
久
住

高
原
南
山
荘
」と
協
力
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
を
強
く
決
意
す
る
次
第
で
す
。

　

簡
単
で
す
が
、こ
れ

か
ら
も「
し
な
や
か
に

し
た
た
か
に
」進
む
覚

悟
を
お
伝
え
し
、新
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

建設中の日乃出食堂

博愛会セントラル・キッチン調理場

建設中の日乃出食堂

石窯レストランｆｕｕ
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  借   方
流動資産
固定資産

資産合計

    貸   方
流動負債
固定負債
基本金
国庫補助金等
特別積立金

その他の積立金
次期繰越活動
増減差額

負債・純資産合計

  金   額   
960,928
3,778,632

4,739,560

  金   額   
203,456
389,756
537,819
1,131,132
287,607
2,189,790

4,739,560

  金   額   
 1,781,455
 2,051

 205,472
 439,193
△ 82,797
122,675

 2,095,615
 2,218,290
 2,189,790

  金   額   
1,968,419
20,559

356,396

      借   方   
サービス活動収益
サービス活動外収益
経常増減差額
特別収益
特別増減差額
当期活動増減差額
前期繰越活動増減差額
当期末繰越活動増減差額
次期繰越活動増減差額

     貸   方   
サービス活動費用
サービス活動外費用

特別費用

平成2７年度　　博愛会決算状況

貸借対照表 事業活動収支計算書

（単位：千円）

住
吉
浜

リ
ゾ
ー
ト
パ
ー
ク
夏
休
み
プ
ラ
ン

　社会福祉法人博愛会は、昭和25年にスタートを切り「人の喜ぶ顔を

見て喜びなさい」を法人理念に、障がいのある方とともに歩み続けて

まいりました。私たちの仕事は、障がいのある方に「生きがいのある人

生」「幸せと感じる人生」を送ってもらうことを目標にしています。

　障がいのある方にやさしく接していただける、前向きで明るい方を

お待ちしております。詳しい採用情報については、博愛会ホームページ

（「博愛会 大分」で検索）をご覧ください。

博愛会　
職員採用情報
（平成29年4月採用予定）

募集期間 9/30（金）まで募集期間 9/30（金）まで



発
行
／

　社
会
福
祉
法
人

　博
愛
会

平
成
二
十
八
年
六
月

編 集 後 記編 集 後 記

　好評のうちにオープン3周年を迎えた「健康レストラン久
住屋」では、コロニー久住産の新鮮な肉や野菜を使った料
理を提供しています。そのコロニー久住がある竹田市をは
じめ、大分県内各所も今回の平成28年熊本地震では甚大
な被害を受けました。被災した方々に、心よりお見舞い申
し上げます。
　自然の脅威を前にした時、人はあまりに無力です。それ
でも、私たちはそれぞれの役割を果たしながら、人として
日々の営みを続けていくしかないのでしょう。そんな思い
を胸に、利用者の皆さんに向き合っていきたい、と改めて
考えています。

養護老人ホーム 久住高原南山荘
〒878－0204 大分県竹田市久住町大字栢木6062－1
TEL（0974）77－2123  FAX（0974）77－2125

I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

寄 付・寄 贈寄 付・寄 贈

ありがとうございました。大切に使わせていただきます。

●

●

●

●

博愛会後援会 様より・・・・・・・・・ 400万円（法人へ）

安藤昭三 様より・・・・・・・・・・・・・ 30万円  （法人へ）

神田まり子 様より・・・・・・・・・・・ 10万円  （法人へ）

坂本慶至 様より・・・・・ 100万円（コロニー久住へ）

    整備内容：久住高原南山荘の創設

    助成金額：
    大分県 131，100，000円
    竹田市 200，000，000円

パルクラブより
「大船山、入山公廟登山バス」が

走ります。

●平成27年度補助事業完了のお知らせ

～地震・風水害時に食糧を無償提供～

 （1）大分県老人福祉施設整備事業費補助事業
　　　　及び竹田市施設整備事業費補助事業

    整備内容：
    福祉農場コロニー久住
    居住棟エレベーター

    助成金額：
    20，520，000円

 （2）日本財団施設整備助成事業

    整備内容：
    第二博愛寮訪問用福祉車両

    助成金額：430，000円

 （3）日本財団車両整備助成事業

　社会福祉法人の「地域における公益的な活動」の社会貢献
の一環として、キッチン花亭と国分新町自治会自主防災会は
平成28年2月17日（水）「災害時における食糧等物資の供給
協力に関する協定書」を締結しました。
　協定の内容は、災害発生時にキッチン花亭から食糧等の
無償提供を行うというものです。
　釘宮理事長は「地域でお困りのことがある際はお気軽に
相談をして下さい。」と話しています。

観光登山バスに関するお問い合わせ/ご予約は

竹田市観光ツーリズム協会久住支部
ＴＥＬ．０９７４－７６－１６１０

●平成28年11月末まで
●事前予約制（3日前の17時まで）

登山の後は、炭酸水素塩泉の温泉や
石窯ダイニングfuuでゆっくり過ごす
ことができます。（別途料金必要）

パルクラブより
「大船山、入山公廟登山バス」が

走ります。
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